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「学体連」 を考 える

一
浅田理事長へ  「よろしくたのむ」一―一

会 長  大 石 三四郎

この度、「学体連Jの私の後任として、浅田理事
長が会長として就任してくれることになった。何と

いっても目出たい。「学体連」の責任者としてやっ

てくれる人を長い問かかって探していた私である。

この人こそ、と思っていると、すぐ逃げてしまう。

この人はやってくれるのかと思えば、月給をくれ、

退職金をくれと、まるで自分の就職先を探すつもり

での御人が来る。

したがって、このような人物を事務の責任者にす

るとヽ他の役員から文句が出る。やめさせろといっ

ても本人はやめるどころが、逆に文句をいう。最後

には、この人物の月給のために、募金するようにな

る。考えてみれば同じ学校体育関係で、ある人は就

職のため、ある人はただで働き、ある人はせっせと

金を集める。これでは、この「学体連Jの会費を集
めることもなかなか難しくなる。ある特定人物のた

めの月給を出すのでは、誰だって積極的に「学体

連」には力をかさない。

私が長い間会費を上げられなかったのは、本当の

理由はここにあったのである。本人は平気で当然の

ような態度をしているが、世間はそう甘くない。こ

のようなときに漸く本人に退職してもらい、ここに

「学体連Jの会費をあげることができたのである。
退職してもらうのに10年かかった。

他の理事など役員はどうということはないが、財

源のない「学体連Jは金を集めなければならない。
理事たちに募金をしろよといったら、皆、逃げ出す
ことであろう。私が会長をやめれば、募金はどうす

るのだろうかとヽ配する人がいる。先ずは少ない会費

おおいしさんじろう 1916年横浜生まれ。
東京文理大卒。筑波大名誉教授。国立特殊教育総合研究
所名誉研究員。勲二等瑞宝章受賞。特殊法人日本体育・
学校健康センター理事。全国大学サッカー連合副会長。
ω余暇開発センター顧問。①全国大学体育連合副会長。
二官金次郎のミラクル経営再建術 (同文書院)。

の範囲内で仕事をしなければならないだろう。表彰

も表彰状だけにしたり、その他の経費も最小限に止

める必要があろう。世の中が不景気だから、当分は

仕方がないことだろう。赤字を出している財団が多

い時だから、会員にも辛抱してもらうより仕方があ

るまい。

この会の会長を私が引受たときは、私が筑波大学

創設の時で、多忙を極めていた。前任の会長のこと

を新聞でブチアグラレタことだから、何もかくすこ

とはないが、学校体育関係の業者も、互いに競争で

ケンカである。裁判沙汰までやらかす連中だから、

現役の国立特殊教育総合研究所長室にやってきて、

何や、かやと、やらかすので困ったものだった。そ

れに募金するためには、運動靴の宣伝してやったり、

スポーツ服の斡旋をしたり、それはそれで大変なこ

とであった。

募金した金は天から降ってきたつもりで、会員な

ど関係者は平気でつかうのである。それに業者の中

には私から私の金を引き出そうとする人物もいる。

油断は禁物であった。私は一応、会長をやめるが、

「学体連」を捨てたのではない。何とか、助けてい

くつもりでいる。

とにかく、浅田理事長は大変なことだと思うが、

助けていくつもりである。

私が最後にいいたいことは、体育関係者もこの

「学体連」を育てていかなければならないことを心

から知るべきだと思う。男らしい男が出てほしいも

のだと思う。
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'93年度 学校体育の動向

あさだたかお  1919年、兵庫県生。東京文理大卒。同
研究科修。筑波大名誉教授、教育学博士。現在 目白学

理事長  浅 田 隆 夫   暴うす摯蔓ワチT雪■ :ウ曇曇警亘言倉暴賃環Ъ 曇
育学会会長、日本体育学会体育科教育学専門分科会顧間、
日本スポーツ哲学会名誉会長など。

学 校 体 育 指 導 上 の課題

一選択制授業を効果的に推進するために一

しいきしゅうぞう 1933年、山口県生、東京教育大学卒、
杉並区立松ノ木中、三鷹市立第二中、昭島市教委・都教
委指導主事、都教委主任指導主事、三鷹市立第四中校長

常務理事  椎 木 誘 蔵  を経て、現在 豊島区立千早中校長、現都中学校保健体
育科研究会会長。

l 新学習指導要領に関わる施策
新指導要領に関わる「中央」の主な施策事項は、

次のような内容があげられる。以下、日時をおって

みてみよう。

。文部省では、平成 2年 12月 「教育課程実施状況

に関する総合的調査研究」を実施する研究会を発足

させた。本調査のねらいは、新指導要領における各

教科の目標や内容の実施状況を把握して新要領で期

待されている学力が実際どの程度子ども達に身につ

いているか、指導上の問題点は何か ……などを明ら

かにし、その結果を将来の指導内容・方法の改善に

役立てようとするものである。体育科では4ヽ学校は

平成 5・ 6年度、中学校同 6・ 7年度中に実施 。ま

とめ (報告)をすることになっている。
O平成 3年 2γ 3月 にかけては、「小学生のス

ポーツ活動に関する調査Jを実施し、運動部活動の

現状や子どものスポーツ実施についての児童・保護

者及びスポーツドクターの意識を明らかにし、その

概要を公にした。これに続いて、小学生の各種ス

ポーツ大会の実施状況を調査することになっている。

。平成 5年 5月 、「水泳J及び「柔道」の手引書
の改言I版が刊行された。水泳指導は、従来より 1学

年早め、 4学年から履習することとし、内容は「逆

飛び込み」が削除され、 「スター ト」が泳法指導

(ク ロール・バタフライ・平泳ぎ・背泳ぎ)と 関連

して分かり易いかたち (図示)で導入されている。
柔道は、名称を格技から武道 (伝統的な行動様式

を重視)に改め、 1つの運動領域として男女選択履
習とし、また、練習と試合の章 (4章)を新設し、
技能差に応 じた試合例が示されている (5章 )。 両

手引書ともB5版で見易くなっている。なお、「剣
道指導の手引Jの 改訂版も近刊の予定とか。
。平成 5年 7月 には、昭和56年度以来12年ぶりに

文部省では「高等学校生徒指導要録の様式等の改

訂Jを行なうべく関係筋に通達がなされた。

改言Tの基本方針には、1)新指導要領の志向する学

力観に即した教育の実践に役立つようにすること

2)生徒の特性を総合的に評価し、個性の伸長に役立

つようにすること 3)高校の個性化・多様化に対応

させること 4)要録に記載する内容の精選や保存期

間の短縮及び保存管理の方法などを整備すること

5)こ の実施は平成 6年 4月 以降の第 1学年より適用

すること… 1な どがあげられている。

また、各教科・科目の評定は、従来通り5段階で

表示することになっている。保健体育の評価の観点

は、(1)関心・意欲・態度 12)思考・判断 0)運動の

技能 に欧日識 。理解に分けられており、この中、特
に(1)の 「やる気」の評価が重視されている。

。10月 には「集団イ予動指針の手引Jの 改訂が行わ

れ、その特色として次の点があげられている。

集団行動の基本的な行動内容・様式とその取り扱

い方を学年に配当し、特に、(1)小学校 4年生の「横
隊の集合・整頓」の取り扱い方を削除し、9)「列の

増減Jの方式を変更し理解し易くした。また、(3)新

要領の改訂に合わせて、いくつかの学習内容におけ

る集団行動の様式の例示に工夫をこらした。0特別
活動の内容改訂に合わせて学校行事等の内容を改め

た。●B5版 にし見易くした……などとしている。

‖.生涯スポーツヘの学校体育に向けて

新要領に基づくこれらの調査や指導の手引書は、

スポーツすることの喜びを重視し、スポーツするこ

と自体が新しい学力観に立つ子どもの能力となるよ

うに教師自らが覚醒することにおかれているといえ

よう。このために教師は、スポーツの内在的価値を

志向して、そこから導き出されるねらいを現代化し

なければならない。それは、スポーツ文化―技術体

系を重視し、そのもつ系統的学習を基本とすること

になる。本年度、当「学体連Jで も「中学校教科体

育の選択制授業のあり方と進め方Jを公にしたが、

生涯スポーツとの関連を考えた場合、特に、子ども

の生活と教科との関連を重視し、教科で学んだこと

が、即子どもの生活となるように指導していくこと

が基本になる。

1 選択制授業と選択教科の授業について

平成 5年度から新教育課程の実施により、各教科
における選択履習幅が拡大され、保健体育において

は、従来の必修教科の授業に加えて、選択教科とし

ての授業が 3学年から2学年まで拡大されて、生徒

が教科を選択する選択教科の授業が行われるように

なった。

一方、保健体育科の授業においては、選択制授業

がとり入れられるようになった。選択制授業では、

従来、教師が選択し、決定していた学習内容につい

て学習者である生徒が選択できるようになった。生

徒の運動能力や興味、関心に即して、学習課題の選

択から運動種目内の選択へ、運動種目内の選択から

運動種目間の選択へ、さらに、運動種日間の選択か

ら運動領域内の選択へと生徒の選択する幅が類型的

に拡大されている。選択制授業は、選択教科の授業

だけではなく、必修教科の授業において当然行われ

なければならない。

選択制授業を効果的に推進するためには、必修教

科の授業において各学年ごとに段階的に選択の幅を

広げるとともに、選択教科の授業へと発展させるよ

う計画的に学習させることが大切である。

2 必修教科と選択教科との関連を図つた単元指導
計画の作成について

保健体育科の授業については、必修教科としての

週 3時間の授業は、生徒全員が学習するが、選択教

科としての週 1時間の授業は、教科選択した生徒の

みが学習することになる。したがって、「2学年で

選択希望するのみの生徒」「2学年では選択希望 し

なかったが 3学年で選択希望する生徒」「2学年、

3学年と継続して選択希望する生徒Jと 多様な運動

経験をもった生徒が存在することになる。さらに、

選択制授業による運動種目や運動領域の生徒選択が

行われるわけだから、どの授業においても多様な運

動経験、能力、興味 。関心をもった生徒が存在する

ことになる。

これらの生徒に対応して運動の楽しさや喜びを深

く味わわせる授業を展開するためには、単に、運動

種目や領域を配列した年間指導計画でなく、指導内

容を系統的、段階的に配列したものを、さらに、生

徒一人一人が、どんな内容をどのように学習したら

よいか、つまり学習課題達成的な内容として具体的

なものにし、それを単元として区切り、必修教科と

選択教科と関連させて配列した単元指導計画を作成

することが大切である。
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小 学 校 体 育 と評 価 第32回大会(山梨県)「理事・評議員会」及び「代表者会議」議事録

常務理事  野 口 修 二

これからの学校教育には、知識を伝え、技能を身

につけさせていくことだけでなく、一人一人の児童

に、生涯を通じて自ら学ぶ意欲をもち、心豊かに、

主体的、創造的に生きる力を育てることが求められ

ている。

体育科の学習においても、生涯体育・スポーツの

視点に立って運動やスポーツに親しみ続けることが

できるように、運動の楽しさや喜びを味わわせ、運

動に対する興味、関心、意欲を育てることが大切で

ある。

まだ、児童が個々の能力に適した課題を設定し、

その達成に向かって運動の仕方を自ら工夫したり、

友達と協力したりしながら主体的に学ぶ力を身に付

けさせることが重要である。

これらの課題の達成を図っていくためには、多く

のハードルがあるわけであるが、最近、多くの学校

や研究団体、また、研究会のおりに採り上げられて

いる「評価Jの問題がある。

これまで、体育科の評価においては、運動技能の

できばえや運動課題の達成の程度に価値をおく教師

主体の評価が中心となる傾向があったが、これから

は、「個に応じた」「自発的、自主的Jな学習が展

開されなければならないことから、教師の支援のあ

り方とも関わって、評価のあり方を十分見直してい

く必要がある。

1.評価の見直しの視点

体育科における学習評価は、生涯体育・スポーツ

の実践に生きて働く力の育成をねらいとし、学習を

自発的。自主的に進める力がどの程度身に付いたか

を内容として、児童と教師が行う活動である。

体育の学習を自発的。自主的に進める力を身に付

けていくためには、以下の視点から評価を見直して

いくことが大切である。

(1)教師による評価から、児童自身による自己評価

へと、児童主体の評価に重心を移していく。

② 学力診断や指導の改善を目的とする教師のため

東書塁曇臭ユ基。醤翌I若暑弄景争臭御、、志村第五小、

長笠尖蟄諏単曇曇贅暑懲署贅裏季
員
宣菖漫圭冠襲第五小

学校長。東京都小学校体育研究会会長。

の評価から、児童の学習を促進し、学力を身に付

けていくことを直接のねらいとする児童のための

評価へと評価の機能を児童の11に移していく。

は)ラ ンキングのための相対評価から、めあてへの

接近の程度や自分自身の進歩の程度を中心とした |

絶対評価へと評価観を転換する。

(め 技能の習得や達成度及び知識の量を中心とする
評価から、意欲や楽しさの求め方を重視する評価

へと評価の観点を変えていく。

2.評価の観点と評価間の相互関連
これからの体育では、一人一人の児童に運動の楽

しさを味わわせるために、「どのようにめあてをも

ち、どのように運動の行い方を工夫し、活動すれば

よいか」という楽しさの学ばせ方を重視していかな

ければならない。

したがって、評価についても、次の二つの観点が

中′とヽとなってくる。

(1)運動の楽しさや喜びがどの程度深まったか。

(関心・意欲)

12)その楽しさはどのような楽しさの求め方によつ

て獲得することができたのか。 (思考 。判断)

併せて、これら二点の主軸がうまく関連しあった結「

果として

個)どんな技能が身に付いたか。    (技 能)
を評価していくことが大切である。

運動の学習評価については、まず最初に技能があ

るのではなく、技能を受け入れる素地としての意欲

があり、思考・判断の働きを通して技能が身に付く

という関係を認識した上で、観点別に評価されるよ

う配慮することが重要である。

3.児童の評価活動と教師の支援

教師は、児童の自己評価が円滑に、しかも、自発

的。自主的に学習を進める力が身に付くように機能

しているかを評価しながら、児童のよさや可能性を

引き出す立場に立って、適切に支援していく役割を

担っている。
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常務理事  松 田 智 男

日時 平成 5年 11月 10日 (水 )14:05-16:30
会場 山梨県立県民文化ホール 会議室
議長 :浅田隆夫理事長 司会 :神田俊郎常務理事

記録 :松田智男常務理事

報告事項

1.平成5年度理事。評議員・代表者会議の議題

議題と資料 1～ 7までの説明と確認

2.平成 5年度第 1回理事・評議員会の報告
1)平成 4年度の事業・決算・監査報告の承認

2)平成 5年度の事業計画・予算案の審議と承認

3)平成5年度全国保健体育優良校・功労者表彰

4)平成 5年度以降の全国大会と第32回山梨大会

5)地区別協議会及び都道府県の組織強化
。東海・北陸地区へ長野県を移す。

・幼稚園の組織強化を県段階でも推進する。

6)中学校体育指導書の出版
7)大阪学体研協議会の意見書とその回答

8)分担金の見直し:大阪の3つの案を検討、全

国大会で方向性をだし平成6年度から出発し

たい。

9)平成 5年度の研修会内容と常務理事事務分担

10)平成 5年度の理事・評議員の選出 :毎年 5月

20日 頃迄に決めて欲しい。

H)そ の他 :石川大会の紹介と功労者の増員手続
き

3.平成 4・ 5年度常務理事事務分担
分担は総務・会計 。庶務・事業の4部で、全体

の責任者は大石会長。総務は神田、会計は金森、

庶務は岡野、事業 :高校は松田、中学校は椎木、

小学校は野口、幼稚園は菊地の各常務が主に担当

します。

4 平成5年度役員。理事・評議員
毎年、文部省に提出する書類の一部なので、で

きれば 5月 20日 頃迄に決め、本部に報告して欲し

い 。

5.中学校指導書「選択制授業の計画と展開」の刊

まつだともお 昭和5年山形県生まれ。東京教育大学体
育学部卒業、芝学園、区立城南・三河台中、都立城南・

稲城高教諭、都立京橋高教頭、都立八王子北高校長。元
関東地区高校・東京都高校保健体育研究会会長。現在
東京都教育庁人事部人事計画課嘱託。

行と申し込み状況

刊行の趣旨と経過について説明。

すでに、二千部頒布したが四千部印刷してある

ので、各県は頒布にご協力頂きたい。チラシは全

国の各中学校に送ったが、H月 5日 現在、二千余

部でています。非売品で一冊千九百円で他に送料

がかかりますが、希望者は学体連事務局へ直接申

し込む。

6.研修会について            ,
5年度は、幼稚園 :7月 31日 8月 1日 、黒門小

学校で約50名参加。小学校 :8月 2・ 3日 、時習

小学校で83名参加。中・高校 :7月 9日 、都立砂

川高校で76名参加 して硬式テニス指導法の研修会

を行いました。

6年度は、幼稚園 :7月 28・ 29日 。小学校 :8

月上旬、中・高校 :7月 上旬を予定しています。

要項は早めに作成して各県の事務局に送りますの

で、多くの先生方が参加できるように協力をお願

いします。

審議事項

1.平成 6年度以降の全国大会

平成 6年 :石川県、 7年 :香川県、 8年 :秋田

県、 9年 :奈良県の予定です。 10年 :中国か四国、

H年 :東部、12年は中部地区と東部一中部―西部

とローティションを組んでいます。平成10年第37

回大会は中国か四国ですが、プロック毎の話し合

いの時に方向性をだして欲 しい。

2.分担金の見直しについて
3年越 しの議題ですのでご協力願います。現行

の分担金は約30年前に 6万 。4万 。2万円と決ま

り、その後一度も値上げしていません。近年、本

連合会の会計は大変に苦しく毎年見直しを提案し

てきました。大石会長のご努力で賛助金費一千万

円以上集めて頂いていますが、いつ迄続くか疑間

です。できるだけ分担金で健全な財政を確保した
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い。仝国大会助成百五十万円、理事・評議員会約

百万円と、分担金だけでは基本的な本連合会の事

業すら赤字です。

本部として、平成 6年度から、現在の分担金12

2万円を 2倍近くまで値上げしたい。30年前に決

めた時、基準が不明確だったので、本日のプロッ

ク会議で率直な意見を、お聞かせ願いたい。

大阪学体研高橋理事の説明と意見 :仝国組織の

団体が繰越金18万円では、苦しい事情が理解

でき、値上げはやむをえないと思います。本

部は資料 6-2を検討して 3案を決めたのだ
と思う。そこで、基本的には値上げ率はどの

程度やるのか、そのためにどうするのか、

個々にどうするのかの 3段階が必要です。客

観的で妥当な案を考えて欲 しいと思います。

Q 分担金値上げの見直しは「見直しJですか、
「提案」ですか。 (大阪 :高橋理事)

A.表現上は見直しですが、本音は提案です。
3.長野県の所属地変更とそれに伴う理事 。評議員
の定数移動について

行政上また高校の研究会や高体連の組織上か

らも、長野県を東海・北陸地区に移したい。こ

の件は長野県の会長も了承しています。それに

伴い、関東・甲信越地区は関東地区に変わりま

す。東海・北陸の理事が 2名から3名に、評議

員 9名が10名 となります。関東の評議員は12名

から11名、理事はそのまま 5名にしたい。全国

の評議員は今迄どおり55名、地区理事は18名が

19名 になり、総理事数は29名以内となります。

Q 組織を強化するためにも9ブロック制にして
はどうかと思います。理事は増やす必要はない

と思いますがどうですか。 (大阪 :高橋理事)

A ブロック制と地区別理事については、本部で
検討いたします。

4.「学体研」の組織強化について
5.学校体育の諸問題について

今迄の理事・評議員会では各地区の実状や問題

点について報告されています。ブロック毎の会議

でも、良い点を学び合い、反省して活動をすすめ

ているとの報告があって、学体研の組織が今迄以

上に強化されてきています。話題となったものに

「人生の基盤である幼児教育を充実するJ「体育
指導者の資質向上J等があります。そこで、県や
プロック段階の組織強化が更に必要になってきま

す。組織強化のために、また問題解決のために、

本部にご注文下されば有り難く思います。

議長 :組織強化の問題は、本部と各県やブロッ

ク・地区との連携、ブロック内やブロック間の連

携を密にすることです。特にブロックがまとまる

ことが最も大事です。

6.会報等の発行について
3月 末に発行します。会報の送り先は、特に希

望がなければ会長宛に送ります。内容は全国大会

や次期大会はもちろん、今年は組l・L強化と関連し

ている、Jヒから南からの研究活動を掲載します。

各学校への西己布にご協力お願いします。

7.次期開催県の準備状況   (石川 :小藤理事)
平成 6年 10月 20日 (木 )・ 21日 (金 )に行う予
定で進めています。今後、文部省や学体連と連絡

を密にし、指導を仰ぎながら進めて参ります。14

分科会場の準備も着々とできつつあります。多く

の先生方のご参加をお待ちしています。

8.その他
意見 :今年、山梨大会と保健大会と大きな大会

がかち合い、参加者が減り、研修する機会を失し

た先生もいます。ダブらないように、日程の調整

をお願いしたい。 (大分 :大津留理事)

ブロック会議の発表内容

3つの項目について話し合いを持ちましたが、 3

番目の「体育指導書の頒布促進」は、どのプロック

も協力して下さるので割愛 します。

北海道 。東北プロック  (北海道 :玉置評議員)
。分担金の値上

げ :1案を考
えています。

県毎に話をし

て頂いたが、

岩手県は現行

通り、他の県

は時代の趨勢から、 1案の2倍になるのはやむ
をえない。但し、 2年位の猶予が欲しい。
。10年以降の全国大会 :8年は秋田が決まり11年
は関東です。今迄に開催していない岩手や青森

も開催する腹積りでいるが、もう少したってか

ら具体化 したい。

関東ブロック (千葉 :梶尾理事)
O分担金の値上げ :具体的には茨城 1案、栃木 2

・ 3案の順、群馬 2案、埼玉 1・ 2・ 3案の順、

千葉 3案、東京は決定に同意、神奈川 3案、山

梨は大会準備のために意見を聞けませんでした。
。10年以降の全国大会 :H年は東北で未開催県・
関東で開催した県でも、希望があれば尊重した

い。毎年、大会時に話し合い各都県に持ち帰っ

て検討しています。

東海・北陸プロック (石川 :小森理事)
。分担金の値上げ :1・ 2案を指示する県もある
が、半数以上が3案でやむをえない。
。10年以降の全国大会 :12年に中部地区が当たっ
ているが、時間的に余裕があるので、皆さんと

相談して決めたい。

近畿ブロック (大阪 :高橋理事)
。分担金の値上げ :一部充分に検討していない県
もあるが、態勢として値上げはやむをえない。

但し、納得のいく方法で決めて欲しい。
。10年以降の全国大会 :9年に、奈良県がだいた
い開催する意向です。

中国ブロック (島根 :高橋理事)
。分担金の値上げ :基本的に値上げはやむをえな

い。加盟団体数や生徒数も考慮し、一度に上げ
るのは無理で、50%位にして欲しい。
。10年以降の全国大会 :7年は香川県でやるので
H年は中国でやるように努力したい。

九州プロック (大分 :大津留理事)
。分担金の値上げ :一昨年に話し合いが済んでい

る。値上げはやむをえない。 1～ 3案迄の具体
的な値上げについてはH月 17・ 18日九州ブロッ
ク鹿児島大会で確認する予定です。
010年以降の全国大会 :全国大会は九州大会と兼

ねてやっています。今迄に開催 していない県は

福岡と宮崎だけです。来週の鹿児島大会で結論

がでると′思います。

「分担金の値上げ」についての本部提案

各プロックで多少ニュアンスは違いますが、
「値上げはやむをえない」とぃぅことで、各ブ

ロックー致していると判断しました。 3案が一番
多かったようです。一度に 2倍は困るというブ
ロックもありました。「平成 6年度から分担金を
値上げさせて頂きますJ。 具体的には学校数や生

徒数を考慮し、早急に、常務理事会で検討し、そ

れぞれの県に本部からご相談致します。だいたい

2倍の線で、各都道府県の意見を考慮 し、本部で

具体案をつくり、各県に示したい。

議長 :只今の提案に対 し、ご賛成頂けますか。

(拍手にて承認される)先生方の意見を集約し、
本部で検討し、各県と本部で具体的な折衝をし、

平成 6年度から値上げをしますので、よろしく
お願いします。

大石会長 :以前、各県に10万円の補助金を出して

いました。これが 5万円になり、 3万円になり
その 3万円も出せなくなりました。分担金の値
上げによって、補助金を出せるように努力した

いと思っている。

司会の神田常務理事より

平成 5年度第 2回理事 。評議員・代表者会議を終
ります。ご協力に感謝いたします。

細

見

直

道

氏

ミ
リ
オ
ン
Ｋ
Ｋ
社
長

100%無臭ニンニクを実現したミリオンパヮー。
ニンニクの栄養分を損なうことなく、特有の臭いだけを取り除きました。

健康 こヽ、美容 だ、力 制 繁 、
夕わなι)から安電 でゝ九

ほそみまさみち

ゴ器
][][][]8:][l}



第 31号

― ・
」̈
・・
¨
・・
韓 楡 対

…
*…_義 義 c●

=メ
メ_(轟 ,¨0,。碁 ‐

・・
…

....・彗 )¨¨ 0崚
…
韓 奮
…
籍 *メ、ャメ

…
彗 ´●*

一分科会会場 参観記

保育は展開されている。登園するとすぐ身のまわり  方を知る、6鵜員あ半島「橿鴬X月漢た、/8婆基[
朧朧剛盤轟還毬議盤爾鐘鑽繭饉]醒溺圏 ?仕李T夕   行動、等身IF?け させたい内容がある。この園庭で

第 1分科ξ く常務理事 菊地明子>          
葛 竃 紺 耳 林山梨大学教育学部附属幼稚園 園長 小林彗歩 展開されている。お客さんが絶えないのでォドリ手この日雨もよいの空は少しづつ笑顔を見せはじめ は大変。しかし代りあって休息も入れている。自分た。附属幼稚園の通園エリアに近づくと、ぉ母さん 達で動と静とを組み合わせている。と、またはおばぁさんとそしてぉ父さんと手をつな 健康の領域には①先生や友達との3、れ合いで安定いで登園する園児がみられる。けやき、マロニエが 感を、②遊びの中で十分に体を動かす、③進んで戸紅葉して溜息がでるような秋の自然にかこまれてい 外で遊ぶ、④様々な活動を楽しむ、⑤健康生活のリる。「遊びを通しての動き……Jのテーマで今日の

仁苔|+中田キ‐ブ,、 フ ¨_L― ・ ―        
ムを身につける、⑥身の回りの自立、⑦生活の仕

第 3・ 第5分科会 <常務理事 岡野伊与次>
第3分科会 甲府市立国母小学校校長 岡 源輝
研究主題「自ら進んで運動する子供の育成」であ
り、副主題として「楽しく取り組むことのできる器
械運動の研究を通してJを掲げて研究している。
児童数642名、教職員数28名、中規模校の組織で
2名の教頭で学校運営をしている現状である。
明治14年の創立で、古い歴史と伝統を誇っている
学校である。

参加者は約300名、公開授業は2学級であるが、
その前に、業前運動があった。全校児童が広い校庭
いつぱいに広がり、「母国小のびのびストレッチJ
「全校マラソン」「リズムなわとび (高学年)J
ヽ「リズムボール運動 (低学年)J等四種目にわたっ
て展開された。

前日は雨

であったの

で、当日が

大変心配で

あったが、

薄日がさし

運動日和の

よい天気に

なり、児童
達は喜々として運動に励んでいた。特に、感動した
ことは、全児童の集団行動の良さであった。整列の
仕方、散開の要領等きびきびと主体的な行動様式は
すばらしかった。

また、それぞれの種目も発達段階に応じ、一っ一
つの技に対してきめの細かな指導ぶりが窺えた。

1 公開授業は、 1年では「器械・器具を使っての運
動J(鉄棒あそび)5年では「跳び箱運動」この 2
学級であったが、児童ひとリー人が、自分の技を確
かめ「めあてJに向かって主体的に運動に取り組ん
でいた。

第 5分科会 甲府市立富竹中学校校長 松野 博
研究主題  「仲間とともに運動に親しみ進んで体

第 4分科会 <理事長 浅田隆夫>
竜王町立竜王西小学校 校長 長沼元江
研究主題『自ら取り組む楽 しい体育』 ― 健康づ

くりの日常化・生涯化を目指して 一―のもとに、第
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バンをかけ  展開されてし`る園児の動きは、これらの内容に関連
上着を着か   し、それぞれの年齢の発達課題をとらえて活動され
えたり等、   てぃるように思われた。研究発表は、この園が数年
健康生活の  前より取り組まれている「子どものこころとからだ
ひとこまが  を育てる保育を求めて」―遊びを通しての動きの教
活動され、   育―を身体的な側面 (形態や体力・運動能力など)

育学習に取り組む生徒の育成」を掲げ、特に、選択
制を生かす授業の工夫を副題としている。
本校は、甲府市の南西部に位置し、大規模校の解
消のために、昭和61年に20学級でスタートし、本年
で創立 8年目を迎える学校で、周囲は住宅地で環境
にたいへん恵まれている。

特に、校

舎の中央に

中庭があり、

それが築山

風に設定さ

れ、池に取

り囲まれた

東屋はたい

へん風情が

あり情緒豊かな雰囲気を醸している。その傍らには
生徒会|ヾ開かれるスペースを持ち、周囲の廊下から
見られるような仕組みになってぃる。生徒の自主性
を重ん じた学校経営が強く感じられた。

公開授業は、選択制を取り入れた授業であって、
いくつかの種目から選べる選択制授業を導入して行
われた。

ここでは、「バスヶットボール」「バ ドミント
ンJ「サッヵ―J「 ソフ トボールJ「 ソフ トテニ
ス」の五つの種目から、自分の興味関心によって一
つの種目を選び運動していた。それによって、運動
の楽しさがわかり、より興味関心が高まり、将来に

向けて運動に親じむ態度が養われるであろうと感じ
た。

ただ、問題となる点は、学校の体育教員数は定数
が限られていて、生徒の選択幅を拡大した場合は一
人 2種日以上を担当することになり、多少無理が起
こる時があるであろう。 しかし、生徒の自主的、主

体的な運動の取り組みを充分に耕すことが出来れば
可能になり、相当な効果を上げることができるもの
と感じられた。

1学年では「器械器具を使っての基本運動」と第 5
学年の「マット運動Jの授業を見学。ここでは、紙
面の都合で第 1学年の杉山たみ子先生の授業につい
て触れることにしたい。

「卜二「清  而留1理僣軍ズ言言藻驚害壁ζ言I」唇11:倉雪皇
£層』倉婁i、1,選貴泉』承駒

`『

暑FI駒 :漏髯  層:li青春1.:I:三1:〔[::|をil[言に入った所へかけてぃく。実りの秋、体を動かして の示唆にとだ富んだ発表だと思われた。なにかをする習慣がついてぃる感じ、大きな銀杏の

第 2分科会 <常務理事 野口修二>
勝沼町立勝沼小学校 校長 飯島英雄

械運動合裏全省歩管遭[署 2f慕奏菫讐省冒t「重
者畠短ミfξ着[「ξ藝票T廻亀背曽I鳥有言婚』

｀
数274名の学校である。
当日は、300名を越える参観者の中で、全校体育
として、全児童が 1個ずつボールを持ち、音楽に合
せてのボールを使っての運動とリズムに合せてのリ
ズムセット運動が披露された。

授業は、校庭で「器械・器具をつかった運動」 2
年と「表現―地球誕生―J6年、体育館で「模倣の

の授業で、ただ楽しさに流されることなく、基礎・
基本を身にっけてぃけるような授業を目指してぃる
ことが分かる授業であった。

運動―おも

ヨ」
や
16[冒

|

「マット運

動」5年の

4ク ラスで

行われた。

教師も児童

もはだしで

-9-
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本時の指導案にみられるように、指導者 (杉山先
生)の教材に対する運動の特性と子どもの実態把握
がよくなされ、それだけに運動の得手・不得手に拘
らずすべての子どもが「体育の授業は好きだ」と答
え、授業中自分の体を動かすことを楽しんでいるこ

とにまず′と、を惹かれた。

他方、杉山先生は、この時期の子どもは「自己中
心的でJ「運動の持続性に欠けるJ点に着目され、
単調になり勝ちな基本運動を総合的に取り扱うべく、
子どものあこがれる忍者の修行内容をイメージ化し
て基本運動の場が設定され、忍者になり切ることヘ

向けて授業の統合化が計られていた。また、協力し

で運動が行える

ようにクラスを

グルーピングし、

6つの運動場面

をローァーショ

ンさせる方法が

とられていた。

かくして、 6

第6分科会 く常務理事 椎木誘蔵>
櫛形町立櫛形中学校 校長 河野浩士
研究主題「個に応じた課題をさがし、解決する喜び
を味わわせる体育学習」

第一校時は、 1年生による器械運動の授業が行わ
れた。「とび箱運動」「マット運動」を共通の運動
課題とし、とびこし方やまわり方等については生徒
一人一人の能力に応じて各自が技を選択し、技を達
成するために練習のしかたを毎時の学習課題とする
課題別の選択制授業が行われた。

第二校時は、3年生による「陸上競技Jの授業が
行われた。「短距離走」「ハードルJ「棒高とびJ
などの運動種目のなかから生徒が選択し、学習グ
ループを編成して学習にとりくむ、種国内の選択制
授業が展開された。

生徒一人一人が学習課題を設定したり、達成する
ための手だて等を知ることができる「学習資料」が
提示されており、さらに、課題の達成状況を生徒各

つの基本運動の

場を通過するこ

とによって獲得

される技を恰も

忍者の術の修行

と見なし (例え

ば、肋木の運動

はぶらさがりの

術、輪くぐりはもぐりの術などというょうに)、 そ
れぞれの技 (修行した術)を使って体育館の一段高
い舞台中央に設けられた忍者の城を征服、そこで忍
者の像 (首飾り)を獲得して持ち帰えるといった設
定で授業がクライマックス (― 統合化 ― グルー
プ間の競争)■こ達するように仕組まれていた。そし
て最後に、城を攻略して忍者の首飾りをつけた子ど
も達の顔は輝き生き生きとしていた。勝れたアイ
デァに基づく授業展開の好例として感じ入った次第。
見学されていた先生方も杉山先生に心から拍手を送
りたい気持で一杯であったように見受けられた。

自が確認したり、話し合いの結果の反省やまとめを
記録する「学習ノート」が用意されており、生徒が
主体的に活動できるよう効果的に活用されていた。
生徒の演技の様子が直ちに再現できる液晶ビュー

カム小型TVや、vTRが設置されることによって
フォームの矯正やよい点を知るための材料となり、
教師の適切な指導・助言もできるなど、生徒が学習
意欲をもっ

て主体的に

とりくめる

よう工夫さ

れ、成果を

あげている

素晴らしい

授業の実践

であった。

第7分科会 <常務理事 神田俊郎>
韮崎市立韮崎東中学校 校長 作地敏久、教職員36
名、学級数15、 生徒数889名 (男子386名、女子503
名)

従来の穂坂、藤井、新府の各中学校が統合され、
昭和36年 4月現在の韮崎市立韮崎東中学校が発足。
昭和38年 4月現在地への実質的統合が行なわれた。
研究主題「自ら課題を持ち運動の楽しさを実感で
きる体育学習をめざして (_選択制授業を通して
―)。 参加者140名 、公開授業(1)は、保健分野で単元
「健康と環境」であり、中野布美教諭指導による、
パソコンを導入しての授業が、 2年 5組によって展
開された。参加者の関心が高く、教室は各机間にも

√参観者がぎっしりで、生徒のパソコン操作による、
課題追求の

学習課程を、

熱い眼差 し

で参観 して

いた。なか

には空いて

いるパソコ

ンで、自ら

授業に参加
するものもいた。目標に向っての学習の道筋をそれ

α

第8分科会 く常務理事 金森 久・松田智男>
山梨県立石和高校 校長 土屋松雄
3年後に創立10o周年を迎える伝統校で、勉学や
スポーツを通して健康でたくましく自立心に富む生
徒の育成を目指して努力している学校である。
研究主題「自ら進んで運動を実践する選択制授業
をめざしてJ。 2年生が修学旅行のため、 1・ 3年
生の公開授業であった。 1年生 8学級のうち4学級
同時展開で、サッカー、バスヶットボール、バ ドミ
ントン、卓球、テニス、ソフトテニスの6種目を実
施。3年生は3・ 3・ 2学級合併により1年生と同
種目を行う。サッカー以外は男女共習。とくに、 1
年生女子は家庭科 2単位があるため、学習集団の編
成などについて創意工夫がみられた。
昭和55年度から球技の選択制授業を3年生に実施
してきた経験から平成 4年度に選択制授業に向けて
の詳細なアンケート調査を行い、平成 5年度から全
学年に導入した。 1学期間実施後の課題として、

ぞれが的確におさえて、パソコンを駆使し、指導者
と生徒との呼吸の合った授業展開で、効果を上げて
いる様子は、日常の研究結果が定着していることを

伺い知ることができた。

公開授業(2は、男女共習の選択授業で、広い校庭
では、 3年 3・ 4・ 5組、指導者入戸野 充教諭に
よるサッカーの授業及び、3年 3・ 4・ 5組、指導
者 坂本 強教論のソフトテニスが、設備のいきと
どいた環境の中で、生徒たちは、グループごとに自
分たちの本時の学習課題を明確に立て、その目標に

向って、お互い協力し合い、明るく生き生きと授業
が展開されていた。一方体育館では、これも3年 3
・ 4・ 5組の中野布美教諭指導による (バレーボー
ル)の授業が行われた。いずれも生徒たちが主体的
に授業に取り組み、課題解決に協力し合いながら向
う姿は、学習の道筋を確かなものとする、指導者に
よる研究の積み重ねが実を結んだものであると実感
した。

午後は東京都教育委員会、藤崎武利指導主事を助
言者として、研究協議会が行われたのであるが、時
間の都合で、参加者の熱意を感じる参観の雰囲気か
ら、密度の高い突き込んだ研究協議が行なわれるで
あろうことを想像し乍ら、その成功を祈りながら、
学校を後にした次第である。

ゲーム主体に進めながらも、授業における課題設定
やその意識を前面に出せる指導の工夫。教師に変わ
るリーダーの育成。グループノートの活用と種目ご
との工夫。個々に応じた指導の工夫。評価などがあ
げられていた。各種目の授業見学から、生徒が積極
的に、自主的に授業に取り組む意欲的な学習態度に
接し、選択需1授業のねらいが達成されると確信した
(金森記)。

県立甲府第一高校 校長 伊藤嘉雄
本校は明治の初期に開校し、2万 8千余名の卒業
生を世に送り出し、各界で活躍している県下随一の

伝統ある進学校です。

研究主題「自ら進んで自己の能力にいどむ生徒の

育成Jで、甲府一高 :深沢教諭の「強行遠足」につ
いての発表を参観した。強行遠足は大正13年に初め
て実施され、今年で67回 目を迎えました。その工程
は、男子が甲府から野辺山を経て小諸迄の103km、
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女子は須玉から小海迄の46kmです。男子は1413040

に出発し翌日の正午迄にゴールし、女子は6:30に 出

発し午後3110迄 にゴールするというように制限時間

があります。男子45%、 女子55%が完歩しています。

この会は毎年反省と改善を重ねながら、学校が計画

し、父母・卒業生・地域の方々。医師や看護婦さん

の協力をえて実施しています。

教育目標に「自主自立、心身を鍛練し不撓の意志

を洒養する」と示されているが、この強行遠足はま

さに目標を達成するのにも、さわしい学校行事だと思

いました。

学校は安全確保に力を入れ、生徒一人一人の自覚

をうながしながら、指導しています。具体的には、

服装は上は学生服で下は自のトレバン。17ヶ 所の検

印所や救護所・補給所。交通対策では一人一個の懐

中電灯のほかに、警察の指導による蛍光タスキや

テープの着用。 5年毎に強行遠足用要覧を作成した

資料やビデオによる新入生の指導。 7割の生徒の事

前トレーニング等、多方面にわたる配慮がうかがわ

れました。

生徒のアンケート結果では、強行遠足は素晴らし

い行事である(70%)、今後も実施すべきである(80

%)、 自己の限界に挑戦できた(80%)、 と伝統ある行

事として定着していることを感じました。

最近の体育活動は、とかく苦痛を伴い危険な種目

をさけ、楽しさを強く求める傾向にあるが、この催

しは不撓不屈の精神を養うのに適した学校行事であ

る事を痛感しました。

「強行遠足Jが生徒にとって、青春時代のよき想
い出になるように、今後も継続されることを願って (
います (松田記)。

地区 (北から南から)だより

『北海道』の学校体育研究の現状

第10分科会 <元常務理事 伊藤忠―>
山梨県立盲学校 校長 土肥一守
テーマ :た くましく、生き生きと活動する体育学習

の在り方。参加者数89名。
この分科会では、盲学校の公開授業 (盲人バレー

ボール)と三つの研究発表・研究協議が行われた。

障害別の研究会は行われているが全障害を対象の研

究会は学体連の大会だけである。他の障害の実態を

見聞することで専門家としての視野が広がり授業改

革や研究のきっかけを掴むことの可能な数少ない機

会である。盲学校は明治の初めの頃から体育には力

をいれて来た歴史と伝統を持っているので盲学校独

自の教材・教具が工夫され授業やクラブ活動等に使

われている。業間活動で中学部の生徒が音楽に合わ

して生き生きとした表情で楽しそうに行っていたト

ランポビクス (一人用のトランポリンを利用して行

うエアロビックダンス)もその例である。公開授業

で紹介された盲人バレーボールも、ボールを転がし

てコートの面から30cmの高さに張られたネットの下

を通して 1チーム6人が連携したプレイでボールを

打ち合う激しいスポーツである。チーム毎に作戦を

考えてゲームをすすめ

たり、弱点をカバーし

たり結構知的要素も含

んでいる。他の障害を

持った生徒の教材とし

ても使うことができる

内容を持っているよう

に感じた。午後はわか

ば養護とやまびこ養護

の教育実践を中心とし

た研究発表があった。

わかば養護は部活動を
F

通して生徒がどう変わっていったかをビデオを用い

て、その経過と反省を発表された。生徒に意欲と体

力と技術をつけるために工夫、練習条件を整えるた

めの努力などがよくわかり次の機会に成果として花

を咲かせることを祈りたい。やまびこ養護はボール

遊びを通して低学年の児童がどう変っていったかを

克明な記録によってその学習過程を発表された。討

議の時間があまりなかったが参加者に多くの感銘を

与えた分科会であった。

北国に住む私たちにとって、冬をいかに乗り越え

るかが毎年の大きな課題である。今年も札幌の街は

一面の銀世界である。しかし、窓外を見ると、過日

来の大雪にもめげず、子供たちは校庭の雪山に登り

小さな子供は “尻滑り。腹滑り"を楽しみ、また大
きな子供は頂上で押しくら鰻頭ならぬ “落としっこ

遊び"に歓声を上げている。
北国の冬は長く厳しい。そして日照時間も短い。

そんな条件だからこそ、子供たちには冬を難題とと

らえずに、むしろ積極的にそれを楽しみながら生活

し、体を鍛え、少しでも健やかにたくましく生き続

けてほしいと願う。北海道学校体育研究連盟はそん

な願いを持つ先輩たちによって昭和34年に設立され

現在では530名近くの会員と道内に12支部をもつに

至っている。

本連盟の過去35年間にわたる歴史の中で最も大き

なできごとは、やはり平成 2年 10月 に開催した「第

29回全国学校体育研究大会Jである。全国各地から
約2000名 の体育関係者を招いたこの大会は、札幌市

をはじめ全道各地で体育指導にあたっている同志の

つながりを深めた。

繰り返される授業研究、そして熱い討議。そんな

中で、中堅教師や若い先生方が学び、大きく成長す

ることとなった。彼等が今日の北海道学校体育の研

究活動の担い手になっていることは明らかなことで

ある。現在、道体研連では「一人一人の生き生きと

したとりくみを創りだす体育指導」を統一テーマと

して、各支部が実践研究に取り組んでいる。この支

部活動が、近年非常に活発化してきており、道事務

局では、12の支部によって取り組まれる実践研究や

成果が、統一主題実現へ向けて年々高められること

を目指し、多様な研究交流の機会を工夫している。

本年度の様子を紹介すると、次のようである。

(1)第 30回北海道学校体育研究大会 (苫小牧大会)

北海道学校体育研究団体連絡協議会

会長  金 井   孝

かないたかし 昭和9年北海道生れ。
北海道学芸大学札幌校卒、札幌市立西岡北小学校長、美
香保小学校長を経て、現在 札幌市立大通小学校長。日
本学校体育研究連合会理事、北海道学校体育研究連合会
会長、北海道学校体育研究連盟顧間、北海道海外教育事
情研究会会長、札幌市小学校校長会副会長。

毎年各支部持ち回りで開催される全道研究大会は

本年度は紙の街で知られる苫小牧支部が主管、第30

回記念大会として去る10月 7日・ 8日の二日間にわ

たって行われた。全道から466名 の体育関係者が集

い、授業と研究発表を通して、新しい学力観にもと

づいた体育指導のあり方について熱心な討論が展開

された。

平成 6年度の開催地は、道北の地、羽幌町に決定
し留萌支部が主管することになっている。

昨年 11月 には、支部会員200名以上を集めてプレ

大会を実施するなど、意欲的な取り組みが行われて

いる。

12)第 3回全道研究担当者会議 (札幌市)

平成 3年度からスター トしたこの会議は、全道各

支部で研究推進にあたっている先生方が一堂に会し

ての宿泊研修である。主に体育の授業づくりの観点

から、統一主題へのアプローチについて研究討議が

行われる。

今年度は、H月 26日・27日 に「児童・生徒の追求

活動を活発化する学習課題とはどのようなものかJ

をテーマに、それぞれの支部が実践 (プ リント、V
TRな ど)を持ち寄り、 3時間を超える熱い討議が
行われた。 2日 目には札幌支部の研究大会に合流し

授業研究、研究討議にも参加した。夜を徹 して行わ

れる懇親会も含め、全道に広がる体育研究の輪が一

つとなり、互いに切磋琢磨し合うこの会議は、今や

北海道学校体育研究の基幹会議となっている。

旧)機関紙「体育研究」の発行
本連盟創立以来、継続的に発刊されてきた「体育

研究Jは、年 2回会員の手元に届けられ、道内の研
究状況などを紹介する貴重な情報源である。

8月 には、年度の研究方向、全道大会要項、実践

研究の誌上交流などを中心に通算63号を発行、続い

て 3月 には第64号を発行する予定である。
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14)全国大会参加報告書の作成           参加者はそれぞれ学習した内容を編集部に提出し、
毎年行われる全国大会には、道事務局をはじめ各  報告書を作成し、会員にも紹介している。
支部から多数の会員が参加している。

『鹿児島県』の学校体育研究の現状

究発表大会は、県内外各関係者の御指導・御協力に

より、多くの成果を挙げ無事終了することができた。
この大会を通じて、小。中・高・特殊教育諸学校部

会が連携をとり運営や研究実践に取り組めたことは、

今後の本県学校体育の充実 。発展に大きく寄与する

ものとなろう。

山梨県実行委員会会長

山梨県立機山工業高等学校長

望 月 紫 郎

第32回全国学校体育研究大会山梨大会は平成 5年

Htt H日 。12日の両日、甲府市を中心に県下二市三

町において、幼・小。中・高・特殊教育諸学校の10

分科会場に全国から2100余名の学校体育関係者をお

迎えして盛大に開催されました。心から感謝申し上

げます。

本大会を開催するにあたり、文部省をはじめ、日

本学校体育研究連合会、山梨県、山梨県教育委員会、

甲府市、韮崎市、竜王町、櫛形町、勝沼町各教育委

員会の絶大な御支援と御指導を賜りましたことに対

し厚く感謝を申し上げます。

本大会の山梨開催が決定されました、平成 3年 9

月以降、各方面の御指導を仰ぎながら本県学校体育

関係者の力を結集し、実行委員会を組織して鋭意準

備を進めてまいりました。その過程には多くの困難
な問題もありましたが、事務局はじめ関係者の献身

的努力により、盛会のうちに無事大会を終了するこ

とができました。

近年、幼児、児童、生徒をとりまく社会環境は、

著しく変容しており、運動不足や遊びの形態の様変

わりなどから、新たな体力低下問題を生み出してお

ります。

一方、高度な科学技術の進展は、経済成長をもた

らし、自由時間の増大など生活の豊かさを生み、多

くの人 が々余暇としてスポーツを楽しむことができ

る時代となりました。しかし生活の利便性は必然的

に運動不足を生みだし、それに起因する健康の危機

も生じており、より豊かな人生を送るためには、意

図的に体育やスポーツを生活の中に組みこんでいく

疇・鯰
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鹿児島県学校体育研究連合会

会長  森 田   齊

もりたひとし 1935年鹿児島県生まれ。
鹿児島大学 (西洋史)卒。県立宮之城高、大島高、国分
高、玉龍高。県教育委員会学校教育課指導主事、総務課
主査、文化課主幹、社会教育課長を経て、現在県立鹿児
島工業高等学校長、県高等学校長協会工業部会長。

積極的な協力・支援

ウ 第32回全国学校体育研究発表大会への参加
者派遣

工 運動部活動における調査研究 (平成 2年度
は手引発刊)

131 高等学校部会

ア 高等学校保健体育担当者研修会の実施
イ 地区別体育実技研究会の実施
ウ 地区別保健体育研究会の実施
工 第32回九州地区学校体育研究発表大会への
積極的な協力・支援

オ 第32回全国学校体育研究発表大会への参加
者派遣

に)特殊教育学校部会
ア 特殊教育諸学校保健体育担当者研修会実施
イ 第32回九州地区学校体育研究発表大会への
積極的な協力・支援

ウ 第32回全国学校体育研究発表大会への参加
者派遣

2.第32回九州地区学校体育研究発表大会について
(報告)

(1)期  日 平成 5年 H月 18日 (木 )・ 19日
(金 )

鹿児島県文化センター、他

787人 (九州各県396人 県内391人 )

(1日 目)

午前 開会行事、公開演技、講演
午後 部会別研究発表・研究協議
(2日 目)

公開授業 (小 2 中 1 高 1 特
1)。 研究協議

6)今大会の特徴
特殊教育諸学校部会が初めて参加した。

3.本年度の活動を振り返って
8年に1回の輪番で開催する九州地区学校体育研

…

第32回全国学校体育研究大会 (山梨大会)を終えて
「21世紀を心豊かに、たくましく生きる幼児児童生徒を育成する学校体育の在り方J

各部会の活動についても、一層の工夫・改善を図

り活動内容を充実していくとともに、本県体育連合

会としても、21世紀を担う児童生徒を育成するため、

その役割を充分に果たせるよう努力していきたい。

もちづきしろう 1933年山梨県生まれ。
山梨大卒、甲府工高、塩山高教頭、山梨県教育委員会主
幹を経て、現在、県立機山工業高校長、山梨県学校体育
研究連合会会長、山梨県高等学校保健体育研究会会長。

ことが必要であります。

このような社会的背景の中で学校体育を考えると

き、幼児、児童、生徒がそれぞれの発達段階に応じ

て自己の健康や体力に関心をもち、生涯にわたって

豊かな生活を送ることができる、資質や能力をいか

にして培っていくかが大きな課題となります。今こ

そ、学校体育が生涯学習に果たす役割の重要性を痛

感するところであります。

学習指導要領におきましても、生涯体育・スポー

ツの観点から発達段階に応じて「計画的に運動をす

る習慣を育てる」ことと「健康増進と体力向上を図

るJこ とが示されております。生涯にわたって積極

的に運動やスポーツを生活のなかに取り入れること

ができる、資質や能力を培うためには、発達段階や

個人に応じた体育学習の構築が指導者に要求され、

期待されております。

本大会では、学習指導要領の趣旨を
=、

まえ研究主

題を設定し、発達段階と個に応じた指導の在り方を

求めて研究を深めてまいりましたが、時代の要請に

そった時宜を得たものでありました。

文部省教科調査官池田延行先生には、「新しい学

力観に立った体育指導の在り方Jについて示唆に富
んだ解説をしていただきました。シンポジウムでは

日本女子体育大学体育学部長島喜八先生に司会をし

ていただき、東京学芸大学教授永島惇正先生、東京

都教育委員会体育健康指導課長高田日呂美先生、横

浜市教育委員会教育センター所長太口昇先生、千葉

市立坂目小学校教諭渡辺妙子先生の諸先生方に豊か

な識見と経験の中から生涯体育・スポーツを目指す

今日の急激な社会の変化に伴い、体育・スポーツ

は、単に健康や体力の増進だけではなく、生涯を通

じて、生活を豊かにするためのものとして重視され

るようになった。

このような大きな時代のうねりの中、学校体育に

おいては、生涯にわたって積極的・継続的に体育・

スポーツができる児童生徒の育成を図ることが体育

人に課せられた命題であろうと思う。

本県体育研究連合会では、「生涯スポーツを指向

し、豊かな人間性を育成する学校体育の推進をめざ

して」を研究主題とし、県下の小 。中・高・特殊教

育諸学校の各分野で研究実践を進めてきた。

本年度は、本県で第32回九州地区学校体育研究発

表大会を11月 に開催する機会を得、各部会において、

例年よりも充実した研究実践がなされた。又平成元

年度告示された新学習指導要領が、小・中学校で順

次実施され、高校は最後の移行の時期にあり数多く
の問題点や新たな課題等も提起された。

以下、本県における各部会の主な活動状況等と本

年度本県で開催した第32回九州地区学校体育研究発

表大会について紹介したい。

1 各部会の活動状況
(1)小学校部会
ア 夏季研修会の実施 (研究発表、講演等)
イ 水泳・陸上記録会の実施及び記録の集計
ウ 体操発表会の実施
工 第32回九州地区学校体育研究発表大会への
積極的な協力・支援

オ 第32回全国学校体育研究発表大会への参加
者派遣

力 研究誌「小学校体育のあゆみ」27号の編集
及び発行

② 中学校部会
ア 実技講習会の実施
イ 第32回九州地区学校体育研究発表大会への

場

者

容

会

参

内
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体育授業の方向性について御指導いただきました。

更に10分科会で適切な御指導と御助言をいただきま
した諸先生方に心から厚くお礼申し上げます。

山梨県学校体育研究連合会は、研究主題を中心に

各部会毎にテーマを設定して研究を進め、幼稚園、

小学校、中学校、高等学校、特殊教育諸学校の発達

段階と個に応じた指導の在り方を追求してまいりま
したも公開演技も大会の主旨に沿って内容を工夫い

たしました。まだまだ研究は緒についたばかりであ
りますが、御指導をいただきました諸先生方と全国

から御参加をいただきました多くの関係者の皆さん
のご熱心な研究協議を心して、更に研究を推進して

まいる所存であります。

結びになりましたが、大会運営の細部にわたって
ご教示を賜りました、前年開催静岡県実行委員会に

対し心から厚くお礼申し上げます。

終りに、全国各地から御参加をいただきました多
数の学校体育関係者に山梨県実行委員会を代表して
′とヽより感謝申し上げますとともに、第33回石川大会
の御成功を心から祈念いたします。

前 に して

こ
=、
じのケゆき  昭和13年石川県生まれ。
金沢市公立小学校に教諭として23年間勤務の後、石川県
教育委員会体育課指導主事を経て、現在金沢市立浅野川
小学校長。石川県学校体育研究会会長。第33回仝国学校
体育研究大会石川県実行委員会会長。

まず、幼稚園からすべての校種を含めた、石川県

学校体育研究連絡協議会の設立である。この場は、

石川県教育委員会体育課が水野指導主事を中心にし

て、うまくまとめてくれた。各団体も協力的で、国

体で、競技スポーツは一応の目的を達成したから、_

こんどは、学校体育の番であるということで、順調
に運ぶことができた。

これからが大変である。

全国の体育の先生方が、北陸の石川へ来てくれる

だろうか。これまで、みてきた先催県のような立派
な大会ができるのか。お金もたくさんかかるのに、

小さな石川県で国体の終った後、余裕があるのか、

授業内容は他県に劣っていないだろうか、あえて会

場を引き受けてくれる学校はあるだろうか、心配な
(

要素が多い中で、今となっては、ゃるしかないとい

うことで、覚悟を決めることにした。

はじめに、大会の研究主題を設定した。「一人一

人が、運動の楽しさを味わい、豊かな心とすこやか

な身体を育てる生涯スポーツをめざした学校体育の

あり方」というように学習指導要領の趣旨をお、まえ

誰もが研究しやすいものとした。

次に、期日、日程について決め、特別講演の講師
は、みんなが知っている体育人をお願いすることに

した。

今、文部省、日本学校体育研究連合会、山梨県実

行委員会のご指導を受け、石川県が恥をかかないよ

う、何とか大会を成功させたいと努力しています。

全国の体育先生方の協力を心からお願いします。

財団法人 日本学校体育研究連合会の沿革

全 国大 会 を

石川県学校体育研究会

会長  小 藤 典 行

本連合会設立に至る経緯は、昭和21年 12月  日本
体育指導者連盟が設立され (会長 大谷 武一氏)、
昭和25年 2月 23日  財団法人 (基本金 30万円)と
なる。降って、昭和37年 10月  財団法人 日本学校
体育研究連合会 (学体連と略称)と 改称、今日に
至っている。

名称変更の理由は、この財団法人が、日本全国の

学校体育の研究成果の交流と山積する体育問題に対

する研究を促進するため、より適切な組織を確立し、

もって学校体育の飛躍的発展を期する必要に迫られ

ていたからである。

その目的には、(1)学校体育の研究調査 ② 学
校体育に関する研究 G)指 導者の資質の向上 (o
学校体育研究団体の連絡提携 ⑤ その他、学校体

財団法人日本学校体育研究連合会設立の趣意

財団法人日本体育指導者連盟 (昭和25年 2月 23日認可設
立代表者今村嘉亀 会長大谷武一)が改組され財団法人日
本学校体育連合会 (以下学体連といぅ。)の結成が決議され
たのは昭和釘年 3月 10日同連盟評議員会であった。当時の

財団法人日本体育指導者連盟 (以下日体指連という。)は、
会長東俊郎、副会長野口源三良&栗本義彦、理事長鈴木正
三で、次のような経過で学体連を設立した。 (1)昭和36年

8月 11日 評議員会、理事鞭 請と関係各方面からの指導に

より、文部省、都庁、日体指連の三者で改組に関する懇談会
を開催 (於岸体)(21同 年 8月 14日 文部省、 日体指連と
改組について懇談 (於文部省)13)同年 8月 19日 、前2回
の懇談会の結果をふまえて改組原案作Ft71ヽ委員会開催 ∝
学習院)(41同 年 8月 29日 、 8月 19日 開催の」矮員会で作
成した原案を審議するため前掲の三者会談を行なう (於体
協)。 そこで各教科の研究会の実情や各都道府県研究会の実
態調査を行なうことを決める。 15)同年 8月 31日 文部省で

各教科研究会の実情を調査する。 16)同年 9月 1日 日体指
連は各都道府県に実態調査を依頼する。 17)同 年 9月 18日

全国の実態にもとづさ原案作屁小委員会は再度改組原案を
作成する 公学習院)。 (0同年 9月 19日文部省関係者と小
委員会作成の原案について懇談する。 (9)同 年 9月 21日第
3回三者会談を体協において開催し改組原案を説明する。
その結果小中高校校長会、学校体育連鳳 その他各関係団
体に原案を提示し協力方を依頼することとする。 αO同年
10月 9日秋田団体に於ける主管課長会議の折、文部省関係
官から改組の事情を説明してもらう。 00同年11月、文部
省主催の体育関係プロック課長会議において、文部省関係

育の振興に寄与すること…などがあげられている。

さらに、昭和50年頃から「学体連Jは、その活動
実績と性格に若干の修正が加えられ、次のような事

業を中′とヽにすえるようになった。

① 全国学校体育研究大会の開催 (昭和51年 滋
賀県) ② 体育優良校の表彰 (昭和26年より)、
功労者の表彰 (昭和46年より) ③ 講習会の開催
④ 機関紙「学校体育研究Jの発行 (年 2回 。無
償)⑤  会報の発行 (年 2回・無償)な どである。
このうち、特に、加盟団体の体育研究活動の助成や

指導者の養成に努力がなされ、今日に至っている。
なお、「学体連」の生い立ちについては、元学体
連副会長の鈴木正三氏が、会報第 9号で、発足当時
の状況を以下のように紹介している。

官を通して改組の骨子を説明して協力方を依頼する。 Ca
同年12月 1日全国体育主管課長会議に原案の提出方協力を
求める。 αO昭和37年 3月 2日体育主管課長会議に文部省
を通して意見聴取協力を依頼する。 こ」同年 3月 10日 日体
指連評議員会を開催、原案を提出し承認される。この経過
でも分るように文部省 (体育課長西田田」)の指導がいかに
大き力,っ たかうかがい知ること力ゞできる。

ついで日体指連では世話人として全国教育長協議会会長

小尾庸雄、全国保健体育主管課長協議会代表保坂周助、全

国高等学校校長会会長岩下富蔵、全国高等学校体育連盟会

長岩下富蔵、全日本中学校校長会会長沢畑泰二、全国中学

校体育連盟会長沢畑泰二、全国小学校校長会会長鈴木虎

秋、教育大学体育学部部長鶴岡英吉、全国女子体育連盟会

長戸倉ハル、などの協力を得て、設立趣意を作成し広く学

校体育関係者におくり、趣旨に賛同する各都道府県学校体

育研究組織の確立と学体連への加盟をよびかけた。

その趣意は次の通りである。

「次代を担 う青少年の健康と体力を向上させ、心身と

もに健全な育成を図ることは、各個人の幸福はもちろん国

家社会の発展のうえからも極めて重大な課題であります。

われわれ体育関係者はこの課題解決に貢献する体育の使

命の重要性を認識し体育の発展に鋭意努力して参 りまし

た。現在オリンピック東京大会を目前に控え全国民のス

ポーツに対する関心が高まっており、また学校体育におい
ては小中高等学校の学習指導要領が改訂されるなど、体育
スポーツの充実発展をはかるべき好機であります。
最近学校教育における他教科の研究活動は全国的組織の

今年の石川県は、最近では珍しいくらいの豪雪と
なり、スキー場は活気に満ちて、スキー愛好家に

とっては、格好のシーズンとなった。

思いかえしてみると、平成元年 8月、あの暑い夏
大石会長さんが、石川県を訪れた時のことを鮮明に

覚えている。

「北海道大会の後、平成 3年の全国大会を石川県
で開催してはどうですかJと懇請された。
さつそく、県教委を中心に関係団体の事務担当者
が集まり相談を重ねた結果、国体、全中大会を控え
ている現在、開催は困難であるという結論となった。
しかし、石川県の学校体育の真価を全国の体育の

先生方に見せたいという、若い教師達の熱は、さめ

やらずにいた。

平成 3年H月、全国学体連理事評議員会に於て、
平成 6年度大会の石川県開催の要請があった。

すぐ、全国大会開催について県内関係諸団体会長

会に於て協議をし、連携協力することを申し合わせ

た。まず、開催受諾の気運を高めることにした。

四月には準備委員会をつくり、幼稚園から高等学
校まで、この大会を契機にまとまっていこう、とし

た時に、責任者の元達郎 (石川県学校体育研究会会

長)が県教委へ異動することになった。
この時、元会長から「後を頼む」と言われ、断る
こともできないで、っい受けてしまった一瞬のタイ
ミングが、すべてであった。責任の重大さを知りな

がら返事をしたことが今でも尾をひいて、神経を痛
める道がスタートした。

-17-
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もとにその研究が活発化 しつつあ りますが、学校体育は研

究すべ き領域や内容が非常に多くあるにもかかわらずその

全国的研究態勢は確立 されず個人や小範囲の研究組織のみ

でその実績はまことに遅々たるもののよ うに考 え られ ま

す。

よつてこの際各地の研究の成果の交流 と未解決の問題に

対す る研究促進のための全国的組織を確立 して学校 体育の

飛躍的発展 を期する必要があ ります。かねてか ら日体指連

を改組 して前述の趣 旨が達成できるよう全国各方面か らの

要望があ りましたが、昭和 37年 3月 10日 同連盟評議員会でこ
の連盟 を発展的に解消して真に全国学校体育関係者の要望
に答 える法人の結成が決議され、万場一蒙 規約 も承認 され

たのであ ります… …」(規約および設立の経過を添付 して広

く関係各方面に配布 した。)

このようにして昭和37年 10月財団法人 日本学校体育研究

連合会の設立が認可され同年 H月 8日 津田沼小学校におい
て第 1回全国学校体育研究大会 (参加者約 3,∞0名 )力

'記
念行事 として開催 され るとともに同日総会を開催 して学体

連の設立を祝 ったのである。 このとき東俊郎会長はつぎの

ようなあいさつをおこない決意が披涯 された。すなわち、

「 次代を担う青少年の健康と体力を向上させ、心身とも
に健全な育成を図る学校体育の指導に日夜挺身されておら

れる全国の皆さんの参集のもとに、財団法人日本学校体育

研究連合会発足後はじめての総会を開催できますことはま

ことに喜びにたえません。

本連合会は昭和21年 12月 に誕生した日本体育指導者連盟

(昭和25年 2月 23日 法人認可)を全国各方面の御要望によ
って改組し、各都道府県の学校体育研究団体の連合体とし

て、本年10月再出発したものであります。私はこの改組に

あたつて協力下さった関係の皆さんに対し心から感謝申し
あげます。

λli[lili[』 [:::言]]]:]F][:』[
』][::弱:3:[I』::::i:l:][「8: (
たいと考えております。        以下、略。

号は00130-2-563814で す。

Ⅲ 賛助会費の使途について
会員の方 か々ら頂いた、この貴重な浄財は、本連
合会の主要な行事である全国学校体育研究大会 (昭

和37年度 第 1回大会より平成 6年度は第33回大会、
現在、平成 9年度 第36回大会の開催県まで決定)
や研究大会当日の優良校 (約 130校 )及 び功労者
(約 130人 )の表彰、加盟団体の体育研究活動や指
導者養成の助成などに有効に使用させて頂きます。

分担金の値上げ決定額については、平成 5年 12月
末、各加盟団体の会長宛にお知らせし、その後、本
部と加盟団体の会長との間で連絡がとられて参りま
した。

ここでは、今日までの経緯について、広く加盟団体
の各位にお知らせいたします。
加盟分担金は、昭和55年以降今日まで据置きにさ
れておりました。この間、物価指数の上昇 (約 4
倍)な どにより各方面から増額の必要性が求められ
ていました。

本部では、これについて逐年、審議したして参り
ました。その結果、3～ 4年かけて理事・評議員会
や代表者会議に計り、その都度、資料を提供して加
盟団体の意向を伺いながら納得して頂ける妥当な案
をと考えて、検討・審議してきました。 幸い、第
32回全国学校保健体育研究大会 (山梨大会)におけ
る理事・評議員会 (平成 5年 11月 10日、午後 2時～
4時)において「本部案」と「大阪体育研案Jが出
され、両者の案について審議をお願いした結果、後
者の「大阪体育研案Jが採択され、「値上げJする
ことが決定されました。後者の案には、 1案 。2案
。3案の3つの方式がありましたが、当日はおおよ
そ、 2案・ 3案の賛成者が同率でした。したがって、
本部としましては、2案 。3案のうち「値上げ率」
の高い方を採択させて頂きたいと考え、そのように
値上げ表を作成し、各加盟団体にお知らせいたしま
したが、平成 6年度第 1回理事 。評議員会において、
「どちらかにはっきりと決定すべきだ」との提案が
あり、 3案 に決定いたしました (別表参照)。 分担
金の値上げは長年の懸案だっただけに本部役員一同、
深謝いたしているところであります。と同時に、こ
の貴重なお金を有効適切に使用させて頂く所存であ
ります。

まだ、数県の加盟団体とは連絡が不充分なところ
もありますが、本部としましては、それぞれの地区
の事情をもよく思料し双方で善処いたして参りたい

分担金の「値上げ」についての報告

と考えています。何卒、よろしくお願い中しあげま
す。

因に、加盟団体の分担金決定額一覧表は、「別
表Jの通りです。平成 6年度以降、加盟団体は、こ
の決定額でお願いいたします。
なお、従来の分担金総額は122万円でしたが、今
回値上げによる分担金総額は、212.8万円となり、
値上率1.74倍 となりました。

(別表 )

贅助会員の募集 (お願いと申込み方法)

I 趣意書
ご承知のように、今日の日本経済はバブル崩壊後
の後遺症が依然として強く、景気は悪化し続け倒産
に追い込まれた企業も多く、また、企業のみならず、
日本全体が進むべき方向を模索している現状も問わ
れ、問題は深刻であります。とぃぅのは、これまで
わが国の経済社会を支えてきた仕組み (キャッチ
アップ型)を日本自らの創造性による新しい仕組み
(パイオニア型)へと構造改革していかねばならな
くなったからです。新しい構造改革には、かなりの
時間を要することと思います。つまり、今日の不況
脱出は容易ならざるものがあり、この不況脱出には
何年かかかるとさえいゎれています。
本連合会もこの影響を受け、従来、期待していた
寄附金が容易に入手できない見通しが出てまいりま
した。しかしながら、私どもは、全国の学校体育の
発展と児童・生徒の体力向上のために、本会の目的
に添って、このようなときにこそ、一層事業の充実
。発展を期したい所存であります。
つきましては、平成 6年から賛助会員による収入
(本連合会 。寄付行為第 6条 ― 昭和53年～昭和55
年頃もありました)によって、不足する寄附金を補
いたいと思いますので、何卒、本連合会の趣旨に賛

同して頂き、賛助会員になって頂きますよう、ここ
にお願い申しあげる次第であります。

賛助会員には、次の4種類があります。
1 個人の部
(1)一般賛助会員……年度会費 5千円
② 終身賛助会員……一時会費 5万円
2 団体の部
(1)普通賛助会員……年度会費 一口 (2万
円)以上
12)特別賛助会員……年度会費10万円と多額の

寄附金

Ⅱ 申込み方法
1 お申込み頂く方は、なるべく手数料がかから
ず、また、事務処理に簡便な郵便振込をご使用
くださるようお願いいたします。

① 本年度第2期の振込期日締切は、10月 31日
(月 )と いたします。

② 郵便振替払込金受入票の裏面 (通信欄)に
(1)一般賛助会員 (年度会費・ 5千円)12)終
身賛助会員 (一時会費 5万円)の区別を確
認のためにご記入頂ければ、幸甚に存じます。
2_学体連事務局 (加入者名)の郵便振替口座番

分担金値上げ表
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事務局だより

1.平成五年度常務理事会の審議内容

平成 5年度 。常務理事会日程と審議内容の概要を

示すと次の通りである。

第 1回 4月 10日 (土)ll:30～ 13:30於学体連事務局
(1)平成 4年会計事務整理の進行状況、決算 今泉。
報告と5年度予算案は5月常務理事会に金森常務
より提案予定。

② 平成4鴨 報告書審議(一部修正)承認。神田。
G)平成5篠 業計画案審議(一部修正)承認。神田。
④ 中学校体育指導書 (仮称)出版について 浅田
1)。 予算300万以内。ベージ数200ページ 椎木
O内容 :理論編、実践編、参考資料で編集する。
。発行部数 :4000部  。現行執筆料 1枚 1500円
。頒布価格 1900円 (送料別)
2)こ の取り扱いについて渋谷税務署の指導助言
を得ること。岡野常務が担当する。
G)パソコン導入について (事務局用)   大石
パナソニックとし近日中に納入予定。
G)学体連に対する「大阪学体研協議会」の 浅田
意見書に対する解答文案審議。
け)平成5年度理事。評議員の選出依頼について岡野
1)平成 5年度各都道府県の会長・事務局及び学
体連の理事・評議員の調査を分けて依頼する。
18)平成5年度、働実佼・功労者の推薦について。岡野
。割当て人数の変動 (大阪 4→ 5、 広島4→ 3)
表彰要項前年通り。

0)研修会・講習会について
1)幼稚園 :5月常務理事会へ要項提案  菊地
2)小学校 :別紙要項案。 7領域で実施。 野口
3)中・高 :別紙要項案により実施。   松田
00 研究助成金申請書記入項目一部変更につ 岡野
いて

0つ 平成 5年度、理事・評議員会の日程につ 浅田
tヽて

かんだとしろう 1980年福岡生。福岡第一師範本科卒、
福岡県、東京都公立中学校教諭・教頭・校長歴任。三鷹
市立第一中学校長、都中学校保健体育研究会会長、中体
連副会長後、退職。現在 三鷹市スポーツ振興審議会会
長。

1)5月 22日 (土)13:00～   於研修館会議室

第2回 ち月6日 (土 )10:10-12:20於学体連事務局  `
(1)平成 4年度 決算書(案)審議(承認)金森
② 平成 5年度 予算(案)審議(承認) 金森
1)基本財産の件について
①M F F40万 7千円の預金を、今年度決算で基
本財産に組み入れる。
2)平成 5年度予算歳入について
①賛助会費1100万で組む。前年より 100万円増
加、その他は前年と変わりなし。

③ 中学校教科体育指導書の発行、前回承認案 浅田
一部修正について 椎木

1)ページ数220頁内にする。 (承認)

“

)平成 5年度理事・評議員の選出について 岡野
1)前回承認の報告依頼書を道府県の事務局へ発
送ずみ

2)報告のないところは、電話で確認していく。
6)平成 5年度、優良校・功労者の依頼状況 岡野
1)東京都以外の他府県には発送済み。    (
0 研修会・講習会の募集準備状況 (担当理事)
1)各学校種別とも予定通り準備進行中。
0 平成 5年度第 1回理事 。評議員会の準備 浅田
状況。

1)議事にOD分担金について資料を追加する。外
は予定通り準備進行中。

第3回  6月 19日 (土)10:00～ 12:00於学体連事務局
(1)事務 。会計処理方法について
1)今後、ワープロによる会計の分類項目に合わ
せ処理する。

12)文部省への提出書類について
1)準備完了近日中に文部省へ提出予定。
(3)「分担金の見直しJ(案)に対する各県の 浅田

意向打診のための書類送付について
1)表紙 e体連発512号 )と し、資料(1)(本部案)
と資料(劾 (大阪案)を、各理事、評議員に送り
各県段階の意向を打診し、山梨大会で審議決定
する。

(41 地区別理事・評議員の定数移動について 岡野
1)         (理  事) (評議員)
関東・甲信越地区 5名～4名  12名～11名
東北・北陸地区  2名～3名  9名～10名

⑤ 平成 5年度理事・評議員の選出状況   岡野
1)地区理事 (山口県)予定が報告されれば完了。
16)優良校、功労者の中央審査委員会につい 岡野
て

( 1)7月 28日 (水)14:00
於青少年センター第一会議室

2)審査委員 :常務理事と関東近県、山梨、石川
の理事評議員に委託の予定。

第 4回 7月 20日 (火914:40～ 16:30分於学体連事務局
(1)事務処理と諸書類の保管整理について  浅田
1)諸書類を誰が見てもわかるように、分類整理
し、事務処理の効率化を図る。受領文書簿、発
送文書簿を別け整理する。
② 中央審査会の準備状況と優良校・功労者 岡野
数について。

1)会場 。委員委嘱・審査資料準備完了。
2)審査委員は会長以下21名、 6ブロック3名割
当で審査する予定。

3)優良校 146校  功労者 159名
4)特別申請の都・県 (功労者)東京 (2名 )

`   
静岡 (2名 )山梨 (1名)を本年度に限って認
める。

③ 研究集録の価格と印刷・校正について
1)価格 4500円 昨年通り。校正は9月 15日過ぎ
常務理事会全員分担で行う。
14)そ の他

1)幼稚園、小学校実技研修会へ、山梨県公開授
業発表者5名参加。

2)第 32回 全国学校体育研究大会要項配布につ
いて

第 5回 9月 7日 (火 )13:30～ 15:15分於学体連事務局
(1)第 32回全国大会の準備について
1)表彰状 8月 10日印刷完了納品 功労者180校、
優良校170校。筒は業者から山梨県事務局へ送る。

2)記念品・楯とメグルに贈呈ミリオン株式会社
と入れるように手配し、国光へ発注する。

唸)山梨県事務局に連絡確認事項。 岡野

1)研究資料集 :取り扱い場所と方法 (係山本)
2)中学校体育指導書頒布場所の確認 (1台の
み)

3)受賞代表者・謝辞依頼者の確認連絡。
。功労者 島根県 高橋邦好校長
。優良校 静岡

―

校・須田憤夫校長
。謝 辞 山梨県アケボノ養護・増村英治校長
4)大会前の本部との打合せ (準備状況の確認)
。大石会長、岡野常務が出席する。
0)その他
1)第 40回東京都高等学校舞踊研究発表大会に対
する助成金の申請について 3万円助成認可。

第6回 1明 12日 (火)12:30～ 14:15分於学体連事務局
(1)第 32回全国山梨大会常務理事役割分担。
1)理事・評議員会役割分担
。受 付  神田、野口、内藤、今泉
O会場設営 岡野、椎木、菊地
。記 録  松田、椎木、野口(テ カ ダ持参)
2)表彰式関係 (開会式 :常務理事は壇上)
。関係物品の点検(表彰状・楯・メカレ)岡野・神田
。呼名 優良校(椎木)功労者(野口)
来賓紹介(金森)

3)議長団  (浅田・岡野・神田・金森)
4)分科会会場参観記のまとめ   菊地・内藤
5)研究集録関係  (岡野。今泉・山本)
6) 「中学校体育指導書J頒布

(椎木 。大羽 。石塚)
7)分科会場視察割当
0(大石 :全体視察)(浅田:幼・中)(岡野 :4ヽ中)
(神田:中高)(金森 :高 )(野口:4ヽ中)
(椎木:中 (午前))(松田:高 :中)(菊地 :幼小)

鬱)平成2年度第2回理事・評議員会について 浅田
1)報告事項
①平成 5年度第 1回理事。評議会の報告 資料 l
②平成 5年度役員:理事・評議員一覧表 資料 3
③中学校内討黎罪訂選択制授業の計画と展開」
の刊行と申し込み状況 資料 4
2)審議事項
①平成 6年度以降の全国大会開催地について

資料 5
。平成10年度中国プロックの話し合いで開催



第 31号 学 第 31号

県を決定してもらう。

②分担金の見直しについて    資料 6
③「学体研」の組織強化について 資料 7
④学校体育の諸問題(カック毎の意見を分析・検討)
⑤研修会。講習会(学校種別に計画を説明する。)
⑥会報発行について

ブロックの研究活動を掲載する。北と南から。
⑦次期開催県の準備状況について報告(石川県)
。開催日 平成 6年 10月 20日 (木)21(金 )

第7回 平成5年1明 6日吐)10:40～ 12:00於勃樋 勤 局
(1)理事・評議員の定数移動に伴い、理事定数を 1
名増員する。それに伴い定款の改正をする。
12)表彰者・表彰校への記念品と配布の方法について
1)来年度から楯・メグルをやめ、永く使用でき
る実用的な記念品に切替える。
(3)その他

1)分科会参観記録。12月 中旬まで本部提出。

第8回 平成5年1明Иttco14:lXl～ 13:35於学体連事務局
(1)第 32回全国大会の反省点について
1)大会は全般的によく準備され、開会式、セレ
モニー、公演、シンポジュゥムと流れはスムー
スで大変よかった。
2)大会事務局、の本部からの連絡は2ケ月前ぐ
らいからやるとよい。

ゆ)理事。評議員回の議事内容。結果の処理について
1)分担金の値上げについて (別紙審議)
①来年度から値上げの方向で、各都道府県会長
の承認を得る。折衝努力をする。
2)寄付行為定款の改正について
①全国大会時の理事・評議員会での資料7を検
討し、 3部 9ブロックに編成替えする。
。東部 北海道、東北、関東ブロック
。中部 東 海、Jヒ陸、近畿ブロック
。西部 中 国、四国、九月1ブロック
なお、東海プロックは、岐阜、静岡、愛知、三
重の4県。北陸プロックは長野、新潟、富山、石
川、福井 5県と分かりやすく、見やすい表にする。
13)会報31号の編集について
1)。原稿締切 1月 31日   。発行予定 3月 20日
。ページ数約30頁。
2)内容
①。巻頭言 。93年度学校体育の課題 。第32
回山梨大会理事・評議員会議事録 。分科会

参観記 O NET o WORK(北海道と鹿児島)
。山梨大会報告 。次期全国大会を迎えて
(石川県会長) 。事務局だより 。平成 5
年度理事・評議員一覧表 o常務理事役割分
担表。

第9回 平成6年鯛 2日個)14:00～ 15:00於学体連事務局
(1)経費節約のための緊急対策案について  浅田
1)別紙提案資料により審議
2)講習会、研修会の実施計画について
①参加費で極力賄うようにする。
②講師謝礼金は、一コマ3万円以内 (交通費を

含む)、 できれば幼 。小 。中高毎に格差をつ

けない。                  ′
3)来年度の収入見通し
① 日本教育シューズ 300万円。② ミズノス
ポーツ 100万円。③ 分担金 200万余収入が減
少するので、緊縮予算で組まなければならない。
4)賛助会員の勧誘について
。賛助会員 :現在費用は頂戴していない。どこ
にどういう形で賛助会員を勧誘するか、会員
を募るには学体連がどういぅ団体か、どうい
う趣旨のもとに会員になれるのか趣意書が必
要である。 (別紙の趣意書)検討審議。
①個人の部 :一般賛助会員 年度会費 5千円

終身賛助会員 一時会費 5万円
②団体の部 :普通賛助会員 1口 2万円以上

特別賛助会員 年度会費20万と別
に寄付

② 賛助会員のリストアップについて    浅田
1)体

:][扉段拿曇F賛
助会員の名簿を個人別、団

`2)賛助会員の候補者、団体があれば岡野常務ヘ
連絡

0)会報31号の刊行について        浅田
1)4月 下旬以降に発行を変更し、できれば、第
1回全国 。理事評議員会頃に発行したい。
2)賛助会員についてのお願い (趣意書)等を加
える。

“

)助成金の申請について 審議・承認   浅田

第10回 平成6年明 2日α014:00～ 15:lXl於学体連事務局
(1)事務処理の合理化・簡素化について   浅田
1)連絡は、フアックスと電話を活用すること。
(2)賛助会員のリストアップと会員募集及び 浅田

2.平成 6年度 講習会・研修会及び全国大会日程

その方法

1)平成元年度から5年度までの体育功労者(600
余名)を勧誘する。
2)全国大会紀要の広告掲載会社にも特別賛助会
員の勧誘文書を送る。

G)平成 5年度の会計監査の準備について  金森

第11回 平成6年月2日休 )3:00～ 5:00於学体連事務局

(1)業務内容ごとの処理の促進方法について 浅田
1)主要な業務内容の年間計画を作成する。
①賛助会員の募集計画 (通知・日程・内容)に
ついて

②全国理事。評議員会の通知 (日程・議題 :そ

の準備、春・秋について)

③文部大臣へ提出書類づくり (必要な資料の収

集と内容の検討について)

常務理事  岡野 伊与次

(1)第 25回 全国学校体育実技研修会
◇幼稚園・保育園の部
。日程・場所

平成 6年 7月 28日 (木)・ 29日 (金 )

東京都台東区立竹町幼稚園 体育館
・趣 旨

幼児のからだを充分に動かし、進んで楽しく運

動式な遊びに取り組み、心身共に健康な幼児を

育てるための「心の健康の問題J「幼児の発達
と遊びや運動」のあり方

・ ァ ー マ

「ひとリー人を生かす楽しい遊びの指導 J

・講義と実技

◇小学校の部
。日程・場所

平成 6年 8月 1日 (月 )。 2日 (火 )

東京都千代田区立麹町小学校 体育館及び校庭
・趣 旨

心身の発達的特性との関連から運動の特性を明

確にし、児童がめあてをもって主体的に取り組

む体育学習の在り方

④優良校、功労者の推薦依頼 (日程、書類の発

送)、 選考委員会の日程等。

⑤講習会の日程、プログラムの作成。

⑥分担金値上げの事務処理状況と書類上の確認

佗)会報31号の発行日の変更と内容の追加に 浅田
ついて

G)平成5年度決算報告書作成について   金森
同 上 事業報告書作成について   神田

に)平成6年度予算報告書作成について   金森
同 上 事業計画案の作成について  神田

⑤ 平成 5年度会計監査について  以上。 金森
常務理事会は、紙面の都合で審議項目の報告にな

るが、毎月一回のペースで、改善に力点をおいて、

理事長を中心に熱心に審議が行われてきたことを補

足し報告とする。

おかのいよじ 1924年、茨城県生。
東京第一師範卒、都公立小学校教諭、新宿区教育指導主
事を経て、公立小学校校長、都小体研会長後、退職。
現在、埼玉短期大講師その他、共著「新しい運動会のく

=、
うJ「あそびと運動」その他。

・アーマ

「自ら進んで運動に親じむ能力や態度を育てる

体育学習」

(a 第 4回全国中学校・高等学校保健体育実技研修
会
。日程・場所

平成 6年 7月 8日 (金 )

文化女子大学附属杉並高等学校体育館

・アーマ

「ニュースポーッを通して運動の楽しさを味わ

つ」

③ 第33回 全国学校体育研究大会
・ 日程・場所

平成 6年 10月 20日 (木)・ 21日 (金 )

石川県厚生年金会館

・テーマ 「一人一人が運動の楽しさを味わい、
豊かな心とすこやかな身体を育てる生涯スポー

ツをめざした学校体育のあり方 J

“

)第 2回理事評議員会の開催
。日時 平成 6年 10月 19日 (水)2時～ 4時
・場所 石川県厚生年金会館

F



第 31号

3.平成 6年度 事務連絡についてのお願い 事務局  今泉香代子・山本 久子

平成 5年度は各県事務局のご協力をいただきまし

て、ご入金は全て郵便振込に切り替えることが出来

ありがとうございました。事務の簡素化に役立ちま

した。本年も重ねてご協力の程お願いいたします。

① 毎年、県によっては事務局が移転する所もあり
ますので、年度始めの書類は前事務局に書類を送

位させて戴きます。該当する県は新・旧事務局の

お取り次ぎ方ご配慮をお願い致します。新事務局

が決まり次第速やかにご連絡ください。

②  『全国学校保健体育実践・研究資料集 (優良校
・功労者』の申し込み。集金等の件につきまして

は、郵便振込でお願い致します。平成6年度石川

県大会のおりの申し込みは9月 15日を納入締切り

(郵便振込用紙送付)と いたしますので宜しくお

願いいたします。

③ 各県よりの分担金納入の件につきましても郵便
振込 (振込用紙送付 7月 )でお願いいたします。
県事務局のご都合で銀行振込の場合には必ず星名
を入れてお振り込みください。

振込宛先

1.富士銀行 青山支店
2.預金種類 普通預金
3.口座番号 1693162
4.振込さき 0日 本学校体育研究連合会

会長 浅田 隆夫
④ 第24会全国学校体育研修会 (幼稚園。保育園の
部 。小学校の部)申 し込みの件につきましても理
便振込 (振込皿組送世上でお願いいたします。

⑤ 賛助会費協賛ご入金のおりには下記の銀行日座
にお振り込みくださるようお願いいたします。

%
1.富士銀行 青山支店
2.預金種類 普通預金

4.人 事 片 片
大石三四郎前会長―名誉環境学博士 (地球環境大学院)一のところに最近、「米国地球環境大学大学院のラ
イナス・ポーリング博士 (ノ ーベル賞受賞者)から「『絶対平和への四段階』実現のための世界各国大学総
長会議の開催と常設のため組織委員をご委嘱申しあげます」といった内容の委嘱状が届いたとか。本会の会
長を辞退されても、また別のところで大石流のどんな神通力が発揮されるのか、「見ものだJと の噂しきり。

浅田隆夫理事長が、このたび (平成 6年度第 1回理事・評議員会)会長に推挙きれました。ご本人は、金
集めがニガ手中のニガ手、「近ごろは夜もロクロク眠れない」とか。女性にはことのほかやさしいご仁だけに、
事務局の2人のOGがひときわ心配しているとか。女神の祈りが叶って奇特な特別賛助会員の現れることを
祈るや切。

賛 助 会 員 一 覧 表

終 身 賛 助 会 員 (一時会費5万円)

一 般 賛 助 会 員 (年度会費 5千円)

報連体学報連体学
第 31号

平成 6年度上半期 個人の部
3.口座番号 2282069
4.振込さき ③の4項に同じ

⑥ 郵便振込用紙の名称は下記の通り簡略にいたし
ました。

00130-2-563814(学 体連事務

局)

⑦ 事務職員は週3日下記のように出勤しております。
★月・火・水・木。金曜日・週 5日   今泉・山本
(PM.13時 ～ 17時まで)
事務局への連絡は出張。その他で事務職員が常

時いるとは限りませんのでFAX通信をご利用く
ださい。́                   r
事務局電話番号 03-3465-3954
FAX番号   03-3465-7464
③ 事務局について
国立オリンピック記念青少年総合センター内

15号棟 2Fが学体連事務局本部です。
⑨ 新刊書について
中学校体育指導書 (体育分野)と して出版いたし
ました「中学校選択制授業の計画と展開Jの本が、
まだ残っておりますのでご利用・ ご紹介いただけれ

ば幸いです。

お申し込みはFAXま たは電話で受付をいたして
おります。

書籍と一緒に郵便振込用紙を送付いたします。到

着後お振り込み下さい。

銀行振込の場合には下言砂 口座にお振り込み下さい。

振込宛先

1.富士銀行 青山支店          ′
2.預金種類 普通預金
3.口座番号 2282069
4.振込さき ③の4項に同じ

(文責 今泉)
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中学校選択制授業の計画と展開

本書は、選択制授業の進め方の理論と実際について、東京都の中体研のグループが 3カ年間取
り組んだ努力の結晶です。指導実践の計画例は、本連合会傘下の先進地区や学校の資料も活用・
紹介されています。

選択制授業をどのように進めていけばょいのかについて、個人・学習グループ・ブロックなど
で広く学習実践の資料としてご活用ください。
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新学習指導要領に基づく望ましい選択制授業の実際
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